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肢を選択する問題など多く出題される
ことも知っておいてください。

　１）「必須問題」は、出題基準に沿

った基本的な問題が多く、第97回で
は88.4％の正答率でした。全体の約
１／４を占めるこの「必須問題」を仮
に90％得点すれば、「一般問題」は
56.5％得点すればよいことになりま
す。直前期は、この必須問題対策が大
切です。答えを覚えるのではなく理解

　国家試験の試験期日、試験
地、試験領域・出題数・出題
形式、試験時間、合格基準な
どを再確認して、合格へ向か
って進んでください。また出
題は厚生労働省から出された
「薬剤師国家試験出題基準」
に沿った内容で出題されま
す。出題基準が記載されてい
る参考書を用いてください。
　必須問題（90問）と一般
問題（255問）の合計345題
の出題です。試験領域は、「物

理・化学・生物」「衛生」「薬理」「薬剤」

「病態・薬物治療」「法規・制度・倫理」
「実務」の７領域です。各領域の出題
数は（表１）で示すように医療系（「薬
理」「薬剤」「病態・薬物治療」「実務」）
が215題で、従来の国家試験に比べ
120題増加しています。また「実務」
の出題は95題で、５年次から始ま
る「長期実務実習」の成果を確認す
る問題が多く含まれています。この
ように６年制の国家試験は、実際の
医療現場で直面する問題などに特化
したものであることが分かります。
直前期は、医療系を中心に特に実務
に力を入れてください。

学校法人医学アカデミー薬学ゼミナール副学長　木暮 喜久子

第98回薬剤師国家試験
本番直前講座 ～最終チェックポイント～

　2006年４月にスタートした薬学教育
６年制は、『チーム医療の一員として、
臨床的能力をもつ医療人である薬剤師
の育成』を目指しています。この６年
制に対応した薬剤師国家試験の2回目
である第98回薬剤師国家試験は、13年
３月２日、３日の両日に全国９試験地
の会場で実施されます。前回の第97回薬剤師国家試験は比較的やさしい
試験であり、新卒者の合格率は近年では最も高く95.3％で、8182人の６
年制を卒業した薬剤師が誕生して社会に巣立ちました。しかし第98回は、
前回ほどやさしくなることはなく、難しくなるという予想です。前回まで
「出題領域別のポイントと勉強の指針」を紹介してきました。今回は、第
98回薬剤師国家試験まで２カ月あまり、合格を勝ち取る直前期の取り組
み方やこれだけは勉強してほしいポイントを紹介します。

「薬剤師国家試験の概要」から
見える合格のポイント
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　試験は、領域別に行うので
はなく、薬学全領域を出題の
対象として、「必須問題」と「一
般問題」とに分け、さらに一
般問題を「薬学理論問題」と
「薬学実践問題」とした３区
分で試験を実施されます。（表
２）に示すように、それぞれ
の休み時間には何を勉強する
か、試験当日に持参する教材
等は何にするかを決めてくだ
さい。また模擬試験で慣れて
いるとは思いましが、試験は

２日間で実施され、「必須問題」は
１問１分、「一般問題」は１問2.5分
で解く時間配分です。つまり必須問
題は５肢択一のやさしい問題です
が、一般問題は、暗記だけでなく理
解力を必要とする問題が出題されるこ
とが分かります。
　また、実践に即した問題抽出・解決
能力を確認するために、実践の場で取
り得る選択肢の中から「最も適切なも
の」を選択する問題や、実践の場で取
り得る明らかに「誤り」である選択肢
を選択、または最も重要性が低い選択
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③「必須問題」「薬学
理論問題」「薬学実践
問題」の直前対策

表１　新薬剤師国家試験の出題区分と出題数

表２　試験時間と問題区分

→

領域

出題区分
出題
数計

必須問題 一般問題 薬学理論問題 薬学実践問題

物理・化学・生物 15問 45問 30問
15問

（複合問題）
60問

衛生 10問 30問 20問
10問

（複合問題）
40問

薬理 15問 25問 15問
10問

（複合問題）
40問

薬剤 15問 25問 15問
10問

（複合問題）
40問

病態・薬物治療 15問 25問 15問
10問

（複合問題）
40問

法規・制度・倫理 10問 20問 10問
10問

（複合問題）
30問

実務 10問 85問 ―
20問+65問

（複合問題）
95問

出題数計 90問 255問 105問 150問 345問

時間 問題区分及び領域

第
1
日

9:30―11:00 必須問題試験
物理・化学・生物、衛生、薬理、薬剤
病態･薬物治療、法規･制度・倫理、実務

12:30―15:00
一般問題試験

（薬学理論問題）
物理・化学・生物、衛生、法規･制度・倫理

15:50―17:45
一般問題試験

（薬学理論問題）
薬理、薬剤、病態・薬物治療

第
2
日 

9:30―11:35
一般問題試験

（薬学実践問題）
物理・化学・生物、衛生、【実務】※ 

13:00―14:40
一般問題試験

（薬学実践問題）
薬理、薬剤、【実務】※ 

15:30―18:00 
一般問題試験

（薬学実践問題）
病態・薬物治療、法規・制度・倫理、実務、【実務】※ 

＊【実務】※は、実務以外の科目と関連させた複合問題として出題されるもの 
＊必須問題は１問１分、一般問題は１問2.5分で解く
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